














I はじめに

　小児療育相談センターでは幼稚園,保育園児(4,5 才児)を対象とした難聴幼

児の早期発見に関わる,集団選別聴力検査法の開発－改良を行ってきた。また

実際に神奈川県および横浜市の対象園児に本法を適用し,その数は年ごとに増

加しており,昭和 53 年度においては約 71,000 人に達した。

　この選別検査システムの概略は,①保育者による一次選別検査あるいは病歴

アンケート調査による二次選別検査受検者の抽出,②聴力検査専門職員の園ま

たは保健所への出張による二次選別検査の実施,③選別児の耳鼻科専門医によ

る精密検査とアフターケアである。このシステムの成杏に大きな比重を占める

二次選別用の選別聴力検査は独特なものであり,幼児用単語聴覚選別検査と呼

ばれている。バナナ，ヒコーキといった幼児に親しみやすい 10 単語を日本オ

ージオロジー学会の 67 式語音検査より選び出し,30db の強さで,左右別々に聴

取させて,正答数で判定するものである。


